
アカデミックリテラシー 

責任者・コーディネーター 人間科学科文学分野 平林 香織 教授 

担当講座・学科(分野) 
人間科学科 文学分野、哲学分野、法学分野、体育学分野、心理学・行

動科学分野、 附属図書館 

担 当 教 員 
平林 香織 教授、遠藤 寿一 教授、廣瀬 清英 講師、小山 薫 准教

授、藤澤 美穂 助教、相澤 文恵 准教授、三浦 康宏 助教、司書 

対 象 学 年  1  

区分・時間数 演習 21 時間  

期 間  前期  

 

・学習方針（講義概要等） 

専門職連携教育(Inter Professional Education)の一環として、医学・歯学・薬学の学生が協同して、大学

での学びの真髄と学修に必要な技術を身につける。正しい日本語について知識を身につけ、他者の表

現を正しく理解できるようになることで、自分の考えをまとめたり、それをわかりやすく伝えたりす

ることができるようになる。そのための技術をさまざまな角度で学び、本を読み、レポートを書くこ

と、プレゼンテーションをしたり聞いたりして、討論することで、専門的な学習に向けての基礎力を

養う。 

 

・教育成果（アウトカム） 

図書館演習・ ビブリオバトル・ディベートなどのアクティブ・ラーニングを通じて、大学での学びに

必要な態度・技術の基本を身につける。図書館の利用法や論説文・資料読 解方法・資料整理法などの

リサーチ・スキルやプレゼンテーションの方法や論理的な文章やレポートの書き方などのアウトプッ

ト・スキルを身につけることで、 教養科目・専門科目に応用することができる。また、討議に積極的

に参加したり、説得力のあるプレゼンテーションの構成と方法を実践することで、コミュニ ケーショ

ンスキルが向上し、他人との意見交換を積極的に行えるようになり、チーム医療の学修と実践の土台

が形成される。 

 

・到達目標（SBO） 

1.図書館を効率的に多角的に利用することができる。 

2.講義や講演、他者の発表などをしっかりと聴くことができる。 

3.正しい日本語によるわかりやすく、説得力のある表現することができる。 

4.文章の背後にある議論の論理構造を意識しながら、読解することができる。 



5.ものごとを異なった立場から見る複眼的な考察をすることができる。 

6.専門科目の学習に必要な学問的方法を理解することができる。 

7.生涯にわたって読書の習慣を身につけることができる。 

 

・講義日程 
（矢）西 1-A 講義室、西 1-E 講義室、西 1-F 講義室、東 1-A 講義室、東 2-C 講義室 

東 2-D 講義室、東 2-E 講義室、マルチメディア教室、大堀記念講堂 

【演習】 

ｸﾗｽ 月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

C1  4/15 水  3  
人間科学科 

附属図書館 

藤澤 美穂 助教  

三浦 康宏 助教 

司書 

図書館活用術 

（ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ教室・西 1A） 

C1  4/22 水  3  人間科学科 平林 香織 教授  
ビブリオ・バトルについて 

（西１E） 

C1  5/13 水  3  人間科学科 
遠藤 寿一 教授  

廣瀬 清英 講師  
レポートの書き方 

（西１A・東 1A） 

C1  5/20 水  3  
人間科学科 

附属図書館 

廣瀬 清英 講師  

相澤 文恵 准教授  

藤澤 美穂 助教  

平林 香織 教授  

三浦 康宏 助教  

司書 

ビブリオ・バトル１：グループ

マッチ① 

（西１A・東１A） 

C1  5/20 水  4  
人間科学科 

附属図書館 

廣瀬 清英 講師  

相澤 文恵 准教授  

藤澤 美穂 助教  

司書 

ビブリオ・バトル２：グループ

マッチ② 

（西１A・東１A） 

C1  5/27 水  3  
人間科学科 

附属図書館 

廣瀬 清英 講師  

相澤 文恵 准教授  

藤澤 美穂 助教 

司書  

ビブリオ・バトル３：クラスマ

ッチ③ 

（西１A・東１A） 

C1  5/27 水  4  
人間科学科 

附属図書館 

廣瀬 清英 講師  

相澤 文恵 准教授  

三浦 康宏 助教  

遠藤 寿一 教授  

藤澤 美穂 助教  

司書 

ビブリオ・バトル４：予選 

（西１A・東１A） 

C1  5/29 金  3  
人間科学科 

附属図書館 

担当教員全員 

司書 
ビブリオ・バトル５：最終決戦 

（ＭＤＰ合同 大堀記念講堂） 



C1  5/29 金  4  
人間科学科 

附属図書館 

担当教員全員 

司書 
ビブリオ・バトル６：最終決戦 

（ＭＤＰ合同 大堀記念講堂） 

C1  6/3 水  3  人間科学科 
相澤 文恵 准教授  

廣瀬 清英 講師  
ビブリオ・バトル７：振り返り 

（西１A） 

C1  6/10 水  3  人間科学科 
廣瀬 清英 講師  

三浦 康宏 助教  
ディベート１ 

（西１A） 

C1  6/17 水  3  人間科学科 
廣瀬 清英 講師  

三浦 康宏 助教  
ディベート２ 

（西１A) 

C1  6/24 水  3  人間科学科 平林 香織 教授  
ロジカル・リテラシー 

（西１A) 

C1  7/1 水  3  
人間科学科 

附属図書館 

司書 

担当教員全員 

文献検索演習、論文の技術 

（図書館、ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ） 

 

 

 

・講義日程 
（矢）西 1-A 講義室、西 1-E 講義室、西 1-F 講義室、東 1-A 講義室、東 2-C 講義室 

東 2-D 講義室、東 2-E 講義室、マルチメディア教室、大堀記念講堂 

【演習】 

ｸﾗｽ 月日 曜日 時限 講座(学科) 担当教員 講義内容 

C2  4/15 水  3  人間科学科 平林 香織 教授  
ビブリオ・バトルについて 

（西１E） 

C2  4/22 水  3  
人間科学科 

附属図書館 

相澤 文恵 准教授  

三浦 康宏 助教 

司書  

図書館活用術 

（西 1A・図書館） 

C2  5/13 水  3  人間科学科 
平林 香織 教授  

藤澤 美穂 助教  

司書 

レポートの書き方 

（西１E・西 1F） 

C2  5/20 水  3  
人間科学科 

附属図書館 

三浦 康宏 助教  

遠藤 寿一 教授  

司書 

ビブリオ・バトル１：グループ

マッチ① 

（西１E・西 1F） 

C2  5/20 水  4  
人間科学科 

附属図書館 

三浦 康宏 助教  

遠藤 寿一 教授  

司書 

ビブリオ・バトル２：グループ

マッチ② 

（西１E・西 1F） 

C2  5/27 水  3  
人間科学科 

附属図書館 

三浦 康宏 助教  

遠藤 寿一 教授  

司書 

ビブリオ・バトル３：クラスマ

ッチ③ 

（西１E・西 1F） 



C2  5/27 水  4  
人間科学科 

附属図書館 

三浦 康宏 助教  

遠藤 寿一 教授  

廣瀬 清英 講師  

相澤 文恵 准教授  

司書 

ビブリオ・バトル４：予選 

（西１E・西 1F） 

C2  5/29 金  3  
人間科学科 

附属図書館 
担当教員全員 

司書 
ビブリオ・バトル５：最終決戦 

（ＭＤＰ合同 大堀記念講堂） 

C2  5/29 金  4  
人間科学科 

附属図書館 
担当教員全員 

司書 
ビブリオ・バトル６：最終決戦 

（ＭＤＰ合同 大堀記念講堂） 

C2  6/3 水  3  人間科学科 遠藤 寿一 教授  
ビブリオ・バトル７：振り返り 

（西１Ｆ） 

C2  6/10 水  3  人間科学科 
遠藤 寿一 教授  

相澤 文恵 准教授  
ディベート１ 

（西１Ｆ） 

C2  6/17 水  3  人間科学科 
遠藤 寿一 教授  

相澤 文恵 准教授  
ディベート２ 

（西１Ｆ） 

C2  6/24 水  3  人間科学科 廣瀬 清英 講師  
ロジカル・リテラシー 

（西１Ｆ） 

C2  7/8 水  3  
人間科学科 

附属図書館 
担当教員全員 

司書 
文献検索実習 

（図書館・ﾗｰﾆﾝｸﾞｺﾓﾝｽﾞ教室） 

 

・教科書・参考書等 

教：教科書   参：参考書   推：推薦図書 

 
書籍名 著者名 発行所 発行年 

教 スタディ・ナビゲーション 岩手医科大学 人間科学科 
岩手医科大学 

人間科学科 
2015 

参  
日本の選択 あなたはどちら

を選びますか？  
池上彰 角川書店 2012 

 

・成績評価方法 

受講態度（40％）、課題への取組み（60％）によって評価する。  

 



・事前学修時間 

シラバスに記載されている次回の授業内容を確認し、教科書・レジメを用いて事前学修（予習・復

習）を行うこと。各授業に対する事前学修の時間は最低 30 分を要する。 

 

・特記事項・その他 

1.三学部合同、２クラス（クラス１・クラス２）編成、少人数編成等さまざまな形態で行う。 

2.開講に日時・会場が不規則なのであらかじめシラバスで確認しておくこと。 

3.グループごとにディスカッションをしたり、プレゼンテーションをすることが多いので、積極的自

発的な態度で臨むこと。 

 

・授業に使用する機器・器具と使用目的 

使用区分 機器・器具の名称 台数 使用目的 

講義  
書画カメラ・DVD プレーヤーセット（エルモ、

東芝、他） 
1  講義資料の提示  

講義  ノートパソコン 1  講義資料の提示  


